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2広報きほく2026年3月号

目次 /今月の表紙 / #パシャリとキホク

職員募集

令和 7 年 12 月議会定例会

令和 7年度紀北町議会議員管外視察

スポーツ少年団募集

カモシカによる幼木等食害の対策 / 紀北
町 デジタル瓦版

Kihoku Playback

くらしの情報

けんこうの広場

図書室だより

戸籍の窓

にじいろスマイル
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広報きほく3月号

C O N T E N T S

広報きほく3 月号 ～ Content s ～

Instagramに「 #パシャリとキホク」をつけて投稿いただいた写真から毎月数点を選び、
翌々月発行の広報きほくに掲載します。どなたでも参加OK！投稿をお待ちしています！

広報きほく ×     Instagram 連動企画

今 月 の 表 紙 F r o n t  c o v e r  

消防総合訓練

赤羽中学校で火災を想定した消防総合訓練が行わ

れました。迅速な避難、通報模擬訓練に加え、消

火器や屋外消火栓を使った放水などを体験。

校内消防設備を確認し、生徒たちは「もしも」の

ときの行動を真剣に学んでいました。 

＠y.okumura.167
引本港

今
月
の
写
真

（
1
月
中
の
投
稿
写
真
か
ら
選
び
ま
し
た
）



3 広報きほく2026年3月号

▷職種および採用予定人員

　島勝浦地区活性化対策支援員・・・1名

▷応募資格および要件

　〇地方公務員法第16 条（欠格事項）に該当しない方

　〇町内に居住している方または居住できる方

　〇基礎的なパソコン操作ができる方

　〇普通自動車運転免許を所有している方

　〇体験型イベント交流施設『けいちゅう』を拠点として、

　住民の集いの場づくりや、イベントの開催、また地区の

　活性化支援に取り組める方

▷応募期間

3 月 3 日（火）～17 日（火）　※土・日曜日を除く

　午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

▷試験日時

　3月 24 日（火）午後 1時～

▷会場

紀北町役場2階201会議室

▷試験内容

　作文試験・面接

▷提出書類（各１通）

　1．申込書兼履歴書

　2．普通自動車運転免許証の写し

※1の様式は、本庁商工観光課および海山総合支所産業

　建設室で交付します。

※業務内容など詳しくは、本庁商工観光課および海山総合

支所産業建設室で交付する募集要項をご覧ください。

紀北町会計年度任用職員募集（4月１日採用予定）

問い合わせ・書類提出先　本庁商工観光課　℡（46）3115

▷募集職種

　現業職員（施設管理・火葬業務など）

▷勤務場所

　荷坂やすらぎ苑（大紀町大内山1451 番地 5）

▷任用期間

4月 1日～令和 9年 3月 31日　※更新制度あり

▷応募資格および要件

　○普通自動車運転免許を有する方

　○地方公務員法第16条（欠格条項）に該当しない方

▷応募期間

　3月 2日（月）～ 19 日（木）　※土・日曜日を除く

　午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

▷試験日

　3月下旬ごろ

▷試験内容

　書類審査・面接審査

▷提出書類

　募集要項をご確認ください。

※募集要項は本庁環境管理課・海山総合支所福祉環境

　室・大紀町役場環境水道課・大紀町役場各支所にて交

　付します。

問い合わせ・書類提出先　〒519-2703　度会郡大紀町滝原 1610 番地 1   大紀町役場環境水道課　℡ 0598（86）2245

荷坂やすらぎ苑組合
会計年度任用職員募集（4月１日採用予定）

試験日

3月
下旬ごろ

試験日

3/24
（火）



樋
口
泰
生 

議
員

紀
北
町
県
道
長
島
港
線

（
紀
伊
長
島
地
区
松
本
）

の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

問
　

①
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
と
今
後
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
聞

き
し
ま
す
。

②
地
域
の
方
か
ら
町
に
対
し
て
、
課

題
な
ど
の
意
見
は
出
て
い
ま
す
か
。

③
こ
の
県
道
事
業
に
関
連
す
る
町
の

負
担
は
あ
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

④
こ
の
県
道
に
並
行
し
て
堤
防
が
あ

り
ま
す
が
、
途
中
か
ら
低
く
な
っ
て

い
る
点
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
き
ほ
く
燈
籠
祭
や
年
末
き
い
な

が
し
ま
港
市
の
際
は
、
た
い
へ
ん
交

通
量
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
期

実
現
に
向
け
た
町
長
の
熱
量
を
お
聞

き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
令
和
７
年
度

は
第
２
工
区
の
建
物
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
用
地
買
収
、

建
物
補
償
は
多
額
の
予
算
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
工
事
完
成
に
至
る

ま
で
は
相
当
な
時
間
を
要
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
本
町
と
し
て
は
、
県
に

対
し
、
し
っ
か
り
と
予
算
の
確
保
を

要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
課
長　
②
２
車
線
化
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
町
か
ら
県
へ
伝
え
て
い
ま
す
。

③
町
の
負
担
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
港
湾
側
と
河
川
側
と
で
は
求
め
ら

れ
る
安
全
基
準
が
異
な
る
な
ど
の
理

由
か
ら
、
連
続
す
る
堤
防
で
あ
っ
て

も
区
間
ご
と
に
必
要
な
高
さ
が
違
う

こ
と
が
あ
る
と
県
か
ら
説
明
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
面
に
つ
い

て
は
、
直
ち
に
修
繕
が
必
要
な
ひ
び

割
れ
な
ど
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

町
長　
⑤
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
現
状
の
交
通
の
安
全
・

安
心
も
確
保
し
、
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

紀
北
町
保
育
園
運
営
に

つ
い
て

問
　

①
出
生
数
減
少
に
よ
る
影

響
で
人
口
減
少
傾
向
に
拍
車

が
か
か
っ
て
い
る
現
状
認
識
に
つ
い

て
、町
長
の
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
中
で
、「
民
間
保
育
園
に
対
す
る

運
営
費
補
助
の
支
援
」
と
あ
り
ま
す

が
、
十
分
な
支
援
が
で
き
て
い
ま
す

か
。

③
保
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
病
児
保
育
に
関
す
る
町

長
の
認
識
を
お
聞
き
し
ま
す
。

④
保
育
園
施
設
の
老
朽
化
に
つ
い

て
、
最
近
行
っ
た
補
助
を
お
聞
き
し

ま
す
。

⑤
保
育
人
材
の
定
着
と
確
保
に
関
す

る
町
の
対
応
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑥
国
が
示
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
、

保
育
園
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。答　

町
長　
①
未
婚
化
や
晩
婚

化
、
経
済
的
な
負
担
の
大
き

さ
な
ど
要
因
は
複
合
的
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長　
②
町
の
補
助
は
、

保
育
所
運
営
費
補
助
金
や
保
育
所
地

域
活
動
補
助
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

町
長　
③
制
度
的
に
は
、
町
内
で

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
状
況
に
応

じ
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る

保
育
園
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

④
令
和
６
年
度
に
上
里
保
育
園
改
築

工
事
を
実
施
し
補
助
を
行
い
ま
し

た
。

福
祉
保
健
課
長　
令
和
５
年
度
は
、

ひ
が
し
保
育
園
の
外
壁
塗
装
工
事
な

ど
へ
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
長　
⑤
県
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

な
ど
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

4

令
和
7
年
12
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

《 令和 7年 12 月定例会 》

　12 月定例会は、12 月 9 日から 19 日までの 11 日間の会期で開催され

ました。今回の定例会では、広域連合議会議員の選挙の議会提出案件 2 件、

人事案件や補正予算などの町長提出議案 18 件、報告 2 件を審議しました。

　12 月 9 日の開会日には、広域連合議会議員の選挙が行われたあと、人

事案件 2 件を同意し、その他の議案について提案説明および内容説明、各

議案に対する質疑が行われ、各常任委員会に付託しました。

　16 日、17 日には、8 名の議員が一般質問を行いました。

　最終日の 19 日には、付託された議案に加え、9 月定例会で継続審査となっ

ていた令和 6 年度決算認定 5 件について、各委員長から審査の経過と結果

の報告、質疑、討論が行われ、議案 16 件と発議 1 件、追加議案 1 件を可決、

決算を 5 件認定して閉会しました。



12 月定例会報告

⑥
国
は
、
保
育
の
計
画
・
記
録
、
保

護
者
と
の
連
絡
、
登
降
園
管
理
な
ど

の
業
務
、
実
費
徴
収
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
な
ど
を
補
助
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

紀
北
町
の
森
林
環
境
の

現
状
と
運
営
・
整
備
に

つ
い
て

問
　

①
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
本
年
度
の
実
施
内
容

と
今
後
の
取
り
組
み
を
お
聞
き
し
ま

す
。

②
林
道
野
又
越
線
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
と
、

県
の
事
業
に
は
な
り
ま
す
が
、
紀
北

町
側
の
工
事
は
本
町
の
業
者
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

③
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用
に

つ
い
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
な
ど
と

の
関
連
性
も
含
め
、
今
後
の
取
り
組

み
を
お
聞
き
し
ま
す
。

④
林
業
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
町
長

の
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
令
和
８
年
３
月

に
、
作
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
計
画
書
の
認
定
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
創
出
で
き
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

毎
年
全
て
売
却
で
き
た
場
合
、
年
間

約
４
，
７
０
０
万
円
の
収
入
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

②
現
在
の
進
捗
状
況
は
、89
％
で
す
。

農
林
水
産
課
長　
本
町
側
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
地
元
業
者
も
入
れ
て

入
札
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
関
係
者

と
の
交
渉
な
ど
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　
③
森
林
所
有
者
の
意
向
な

ど
を
確
認
し
、
令
和
５
年
度
よ
り
私

有
林
の
間
伐
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

④
林
業
は
育
つ
に
も
時
間
が
か
か
り

難
し
い
業
種
で
す
が
、
森
林
環
境
譲

与
税
も
使
い
な
が
ら
、
積
極
的
に
林

道
の
整
備
な
ど
も
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

𦚰
昭
博 

議
員

　

老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
改

築
に
つ
い
て

問
　

①
現
在
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
、
町
が
設
置
お
よ
び
運
営
ま
で
を

行
っ
て
い
ま
す
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
、
自
治
体
が
設
置
す
る
と
老
人
福

祉
法
で
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
入
所
も
、
自
治
体
の
審
査
と
措

置
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
赤
羽
寮
の
養
護
に
入

居
さ
れ
て
い
る
方
は
、
定
員
50
名
に

対
し
て
17
名
と
、
入
居
率
は
35
％
と

低
く
、
全
国
平
均
で
も
８
割
程
度
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
日

の
町
政
経
営
の
基
本
方
針
で
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
の
改
築
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
、
事
業
を
進
め
て
い

く
と
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
施
設
と
し
て
町
に
必
要
不
可
欠

な
施
設
な
の
か
を
町
長
に
お
伺
い
し

ま
す
。

②
現
在
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
改
築

す
る
際
の
国
の
補
助
は
、
定
員
１
人

当
た
り
３
３
０
万
円
ほ
ど
で
す
が
、

最
低
基
準
の
20
人
定
員
の
施
設
を
想

定
す
る
と
、
最
低
で
も
５
０
０
㎡
程

度
の
面
積
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
建

築
費
か
ら
考
え
る
と
、
２
億
５
千
万

円
以
上
が
必
要
と
な
り
、
補
助
金
を

除
い
た
町
の
負
担
は
１
億
８
千
万
円

以
上
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
赤
羽
寮

は
、
昭
和
46
年
建
設
で
す
が
、
大
規

模
に
改
修
す
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
使
用

可
能
で
す
。
現
在
の
基
準
に
合
わ
せ

る
改
修
工
事
の
場
合
で
、
物
価
高
騰

を
考
慮
し
、
改
修
工
事
費
を
１
・
６

倍
の
25
万
円
と
し
て
も
５
０
０
㎡
の

工
事
費
は
１
億
２
千
万
円
ほ
ど
と
な

り
、
３
，
３
０
０
万
円
ほ
ど
の
補
助

金
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
町
の
負

担
は
８
，７
０
０
万
円
で
済
み
ま
す
。

大
規
模
改
修
や
利
用
さ
れ
て
い
な
い

学
校
の
改
修
も
視
野
に
入
れ
た
検
討

も
行
う
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
、
行
政
が
責
任
を
持
っ

て
、
最
後
ま
で
町
で
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
担
保
で
き
る
貴
重
な

存
在
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

②
改
築
に
向
け
て
は
、
高
齢
者
数
の

動
向
、
ニ
ー
ズ
、
既
存
の
他
施
設
と

の
バ
ラ
ン
ス
の
ほ
か
、
建
築
の
工
期

や
財
源
な
ど
、
大
規
模
改
修
も
全
て

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
施

設
と
授
業
に
つ
い
て

問
　

①
町
内
の
小
学
校
７
校
の

ほ
と
ん
ど
は
、
年
に
９
回
程

度
の
水
泳
授
業
を
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
目
標
を
立
て
授
業
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
い
ち
ば
ん
古
い
プ
ー
ル
は

昭
和
38
年
建
設
で
、
62
年
た
っ
て
い

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
昭
和
40
年
代
に

建
設
さ
れ
、
50
年
以
上
も
経
過
し
て

い
ま
す
。
プ
ー
ル
の
維
持
管
理
に
は

結
構
な
金
額
と
清
掃
な
ど
の
労
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
全
小
学

校
で
プ
ー
ル
の
維
持
管
理
に
係
っ
て

い
る
金
額
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

②
小
学
校
の
水
泳
授
業
は
、
夏
場
の

気
温
上
昇
で
屋
外
プ
ー
ル
が
使
用
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
町
所

有
の
屋
内
温
水
プ
ー
ル
な
ら
年
間
を

通
じ
て
授
業
が
可
能
で
、
熱
中
症
の

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
児
童
数

は
来
年
７
校
で
３
６
０
人
ほ
ど
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
町
で
も
取
り
入
れ
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
紀
北
健

康
セ
ン
タ
ー
は
、
小
学
生
が
一
般
利

用
で
き
な
い
プ
ー
ル
、
ま
た
、
日
曜

日
、
祝
日
は
休
館
日
、
夏
季
も
休
館

あ
り
は
日
本
全
国
で
紀
北
健
康
セ
ン

タ
ー
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
が
、
小
学

生
の
利
用
と
休
館
日
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

答　
教
育
長　
①
安
全
性
を
維

持
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
も
含

め
、
維
持
管
理
に
係
る
費
用
は
、
令

和
６
年
度
実
績
で
す
が
、
全
て
の
小

学
校
の
水
道
料
金
、
修
繕
工
事
、
全

て
含
め
て
、
４
７
２
万
８
，
１
１
６

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
も
、

令
和
６
年
度
実
績
で
す
が
、
合
計

３
１
４
万
７
，
９
６
６
円
と
な
っ
て
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い
ま
す
。

　
　
　

②
紀
伊
長
島
地
区
と
海
山
地

区
は
高
速
で
も
20
分
以
上
離
れ
て
い

る
の
で
、
学
校
で
の
施
設
を
利
用
し

な
が
ら
、
今
後
の
授
業
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
紀
北
健

康
セ
ン
タ
ー
で
子
ど
も
た
ち
が
泳
ぐ

に
は
、
水
泳
教
室
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

日
曜
日
、
祝
日
の
利
用
は
、
指
定
管

理
者
と
も
今
話
し
合
い
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

太
田
哲
生 

議
員

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問
　

現
在
、
全
国
的
に
空
き
家

は
過
去
最
大
と
な
っ
て
お

り
、
本
町
に
お
い
て
も
人
口
減
少
と

超
高
齢
社
会
に
よ
り
、
空
き
家
、
農

地
の
耕
作
放
棄
地
、
山
林
の
放
置
林

は
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て
い
ま
す
。
特

に
空
き
家
は
、
地
震
、
津
波
、
火
災

が
起
き
た
と
き
、
被
害
を
大
き
く
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
可
能
な
限

り
撤
去
し
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
火
災
が
起
き
た
と
き
、
手
入
れ

の
行
き
届
か
な
い
空
き
家
は
、
庭
の

草
木
も
含
め
て
火
が
移
り
や
す
く
、

建
物
の
傷
み
は
、
飛
び
火
で
延
焼
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
空
き
家
が

多
い
木
造
住
宅
の
密
集
地
は
ひ
と
た

び
出
火
す
れ
ば
、
被
害
が
一
気
に
拡

大
す
る
怖
れ
が
あ
り
、
行
政
に
よ
る

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
空
き
家
の
解
体
補
助
金

の
創
設
が
必
要
と
考
え
ま
す
。ま
ず
、

空
き
家
解
体
補
助
金
交
付
規
則
を
制

定
し
て
交
付
基
準
を
明
確
に
し
、
補

助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の

補
助
金
は
、
有
効
期
間
を
設
定
す
る

時
限
立
法
と
し
、
５
年
ほ
ど
で
区
切

る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
財
源
と

し
て
は
、
土
地
開
発
基
金
の
活
用
で

す
。
土
地
開
発
基
金
は
約
２
億
円
あ

り
、
合
併
以
後
あ
ま
り
使
用
し
て
お

ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
使
用
す
る
こ
と

が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
土
地
開
発

基
金
条
例
を
廃
止
し
、
土
地
開
発
基

金
を
一
般
会
計
の
財
政
調
整
基
金
に

繰
り
入
れ
る
の
が
よ
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
住
民
の
方
か
ら
の
土
地
な

ど
の
寄
付
に
つ
い
て
、
行
政
と
し
て

昔
か
ら
あ
ま
り
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
が
、
基
準
を
明
確
に
定
め
、
こ
れ

か
ら
は
受
け
付
け
る
べ
き
で
す
。
全

国
的
に
放
置
さ
れ
た
財
産
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
地
方
に
お
い
て
人
口
減

少
は
さ
ら
に
進
み
、
社
会
が
ど
ん
ど

ん
変
化
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
対
策
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
空
き
家
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
所

有
者
な
ど
の
責
任
に
お
い
て
対
応
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
対
策
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
本
町
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
広
報
紙
や
行
政
放
送
、
固

定
資
産
税
納
税
通
知
書
に
チ
ラ
シ
を

入
れ
る
な
ど
、
空
き
家
な
ど
の
適
正

管
理
に
つ
い
て
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。
空
家
等
対
策
計
画
の
取
り
組
み

に
お
け
る
管
理
不
全
空
家
等
の
解

消
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
な
ど
に
対

し
通
知
な
ど
を
行
い
、
適
正
な
管
理

や
除
却
を
促
し
て
い
ま
す
。
本
町
で

は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら

れ
た
木
造
住
宅
で
、
耐
震
診
断
の
結

果
、
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
を
対
象
と
し
た
木
造

住
宅
解
体
工
事
の
補
助
を
実
施
し
て

お
り
、
限
度
額
の
上
限
の
増
額
や
募

集
件
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

除
却
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
の
支
援

と
し
て
、
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事

業
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を
活

用
す
る
た
め
に
は
、
空
家
等
対
策
計

画
と
空
き
家
対
策
総
合
実
施
計
画
の

策
定
が
必
要
と
な
り
、
対
象
施
設
が

空
家
住
宅
な
ど
の
場
合
、「
公
共
・

公
益
施
設
用
地
等
の
地
域
活
性
化
の

た
め
計
画
的
に
跡
地
利
用
さ
れ
る
も

の
」
と
い
う
要
件
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
本
年
度
、
空
き
家
等
対
策
支
援

事
業
に
お
い
て
、
空
き
家
実
態
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
基
に

今
後
の
空
き
家
対
策
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
近
隣
市
町

の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
空
家
等

の
補
助
制
度
の
創
設
に
向
け
て
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
紀
北
町
土
地
開
発
基
金
に
つ
い

て
は
、
合
併
後
の
平
成
18
年
度
に
松

本
公
園
用
地
の
購
入
に
活
用
し
た
以

外
は
活
用
し
て
お
ら
ず
、
現
在
、
基

金
残
高
は
約
２
億
円
あ
り
ま
す
。
土

地
開
発
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

は
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
方
か
ら
の
土
地
や
家
屋
な

ど
の
寄
付
の
申
し
出
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
施
策
遂
行
に
必
要
な
も
の
で

な
け
れ
ば
、
基
本
的
に
は
お
断
り
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
理
由
と

し
て
は
、
草
刈
り
な
ど
の
維
持
管
理

費
が
か
か
る
こ
と
や
、
特
に
家
屋
に

お
い
て
は
、
状
態
に
よ
っ
て
解
体
す

る
必
要
が
あ
り
、
大
き
な
予
算
を
伴

う
た
め
、
受
け
入
れ
は
難
し
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
周
辺
環
境
な
ど

を
踏
ま
え
て
し
っ
か
り
と
検
討
し
、

将
来
的
に
町
民
の
福
祉
や
防
災
な
ど

に
役
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
寄
付
を
受
け
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

岡
村
哲
雄 

議
員

　

デ
ジ
タ
ル
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
）
に
よ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
い
て

問
　

①
町
長
は
、「
全
て
は
住

民
目
線
で
、
全
て
は
住
民
と

と
も
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
デ
ジ
タ

ル
に
よ
る
利
便
性
向
上
を
進
め
る
と

い
う
方
針
も
出
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
利
便
性
向
上
を

進
め
る
施
策
の
狙
い
と
、
こ
れ
ま
で

住
民
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
能
力
向
上
の

た
め
、
町
は
何
を
し
て
き
た
の
か
。

そ
し
て
、
今
後
何
を
進
め
て
い
く
の

か
町
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

②
地
域
ご
と
に
地
元
の
ス
マ
ホ
活
用

支
援
員
を
育
成
し
、
公
民
館
な
ど
で

定
期
的
に
相
談
で
き
る
体
制
や
ス

6
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マ
ホ
活
用
支
援
員
養
成
講
習
を
開
く

こ
と
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
こ
れ
か
ら
は
、

Ｄ
Ｘ
の
活
用
な
く
し
て
は
行

政
や
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
不
足
し

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご
不

便
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
に
、Ｄ
Ｘ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

住
民
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
能
力
の
向
上

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
、
大
学
生
が
高
齢
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
活
用
し
て
電
子
申
請
な
ど

を
利
用
し
よ
う
と
思
う
の
か
と
い
っ

た
住
民
の
心
理
や
阻
害
要
因
の
分
析

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
身
近
な
人
が
身
近
な
場
所
で
教
え

る
よ
う
な
地
域
で
ス
マ
ホ
活
用
の
支

援
員
を
ぜ
ひ
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
全
体
的
に
そ
う
い
う

支
援
員
が
広
が
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
課
長　
国
の
事
業
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
の
開
催
だ
け

で
は
な
く
、
人
材
育
成
、
支
援
員
養

成
講
座
も
含
め
た
事
業
の
動
き
が
あ

り
、
情
報
収
集
な
ど
の
連
携
は
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

孤
立
す
る
高
齢
者
や
不

安
を
抱
え
る
住
民
へ
の

支
援
に
つ
い
て

問
　

①
孤
立
す
る
高
齢
者
、
不

安
を
抱
え
て
い
る
住
民
へ
の

支
援
で
す
が
、
支
え
た
い
方
、
支
え

て
も
ら
い
た
い
方
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

の
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
の

が
、
行
政
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
町
は
今
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
見

守
り
施
策
を
今
後
考
え
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

②
行
政
の
見
守
り
に
関
し
て
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

連
携
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
包
括
や
社
協
な
ど
と
の
連
携

状
況
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
高
齢
者
を
見
守

る
サ
ー
ビ
ス
は
、
町
で
は
、

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
の
で
、
複
合
的
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

②
町
の
生
活
支

援
体
制
整
備
事
業
で
福
祉
保
健
課
、

紀
北
広
域
連
合
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域

支
え
合
い
推
進
員
と
情
報
共
有
、
意

見
交
換
、
連
携
強
化
の
役
割
を
持
つ

会
議
を
開
催
し
、
地
域
の
支
え
合
い

の
仕
組
み
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
規
制
に
つ
い
て

問
　

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、
本
町

で
も
た
い
へ
ん
目
立
っ
て
き

ま
し
た
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
は
重
要
な
も
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
将
来
の
ソ
ー

ラ
ー
発
電
所
の
廃
棄
問
題
や
景
観
へ

の
悪
影
響
な
ど
を
考
え
る
と
、
無
秩

序
な
乱
立
は
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
銚
子
川
や
熊
野
古
道
の
周
辺
に

乱
立
す
る
と
、
景
観
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
し
、
廃
棄

の
と
き
も
心
配
で
す
。
町
が
現
在
把

握
し
て
い
る
設
置
状
況
、
課
題
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
太
陽
光
発
電
は
、

国
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
自
体
に
疑

問
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ち
ば
ん

は
、
太
陽
光
発
電
が
機
能
し
な
く

な
っ
た
と
き
に
廃
棄
物
の
問
題
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

町
内
の
太
陽
光
発
電

施
設
は
、
家
庭
や
事
業
用
の
自
家
消

費
型
に
加
え
て
、
農
地
や
山
林
の
開

発
の
許
可
を
得
た
事
業
用
の
設
備
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
多
数
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
町
全
体
の
設
置
状
況

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
全
て
を
網

羅
的
に
把
握
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

大
西
瑞
香 

議
員

　

高
齢
者
見
守
り
支
援
に

つ
い
て

問
　

①
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
登
録

状
況
と
協
力
団
体
の
状
況
、
行
方
不

明
時
の
情
報
共
有
の
方
法
と
流
れ
を

お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
名
前
や
連

絡
先
な
ど
の
わ
か
る
二
次
元
コ
ー
ド

シ
ー
ル
な
ど
の
配
布
や
居
場
所
の
わ

か
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
購
入
補
助
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責
任

保
険
に
つ
い
て
、
町
で
保
険
料
を
負

担
す
る
考
え
は
な
い
か
、
町
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
登
録
者
数
は
５

名
、
協
力
団
体
数
は
７
団
体
、

行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
台
帳
に
登
録
が
な
け

れ
ば
通
常
の
捜
索
と
な
り
、
登
録
が

あ
れ
ば
警
察
や
家
族
か
ら
福
祉
保
健

課
に
情
報
が
提
供
さ
れ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
機
関
に
情
報
提
供
と
捜

索
協
力
を
依
頼
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

家
族
な
ど
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、

協
力
団
体
へ
の
情
報
提
供
や
捜
査
協

力
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
使
っ
た

情
報
発
信
や
消
防
団
へ
の
捜
索
協
力

を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
シ
ー
ル
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
早

期
発
見
に
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
導
入
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
も
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
今
後

勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
い
ろ
い
ろ
家
庭
の
事
情
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
保
険

に
は
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
で
入
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
て

問
　

①
包
括
的
な
地
域
福
祉
の

推
進
に
つ
い
て
、
町
が
描
く

地
域
共
生
社
会
像
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
対
応
す
る
た
め
の
包
括
的
相
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談
体
制
、
生
活
困
窮
の
方
や
ひ
き
こ

も
り
の
方
の
社
会
参
加
支
援
、
世
代

を
超
え
た
交
流
や
多
様
な
活
躍
の
場

づ
く
り
の
た
め
の
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

②
介
護
、
福
祉
現
場
の
人
手
不
足
解

消
に
つ
い
て
、
本
町
の
現
状
と
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
全
て
の
住
民
が

世
代
を
超
え
て
支
え
合
い
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
涯
に
わ
た

り
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
や
さ
し
さ
で
支
え
合
う
健

康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
相
談
体
制
は
福
祉
保
健
課
で
介

護
、
障
が
い
、
子
ど
も
、
困
窮
の
相

談
支
援
体
制
を
取
っ
て
お
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
県
福
祉
事
務
所
な
ど

と
連
携
し
て
い
ま
す
。
参
加
支
援
は

社
会
福
祉
協
議
会
や
特
定
非
営
利
活

動
法
人
笑
福
と
連
携
し
て
実
施
し
て

お
り
、
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援

に
つ
い
て
は
通
い
の
場
へ
の
支
援
や

イ
キ
イ
キ
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

②
就
業
年
齢
の
延
長
や
外
国
人
労
働

者
の
雇
用
な
ど
、
工
夫
し
て
人
材
を

確
保
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
所
か
ら
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
意
見
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

に
つ
い
て

問
　

①
令
和
５
年
に
こ
ど
も
大

綱
が
策
定
さ
れ
た
、
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
と
は
ど
の
よ
う
な
社

会
な
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

②
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

第
３
期
の
追
加
内
容
を
お
聞
き
し
ま

す
。

③
政
策
実
現
に
お
け
る
子
ど
も
や
若

者
の
意
見
聴
取
と
そ
の
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
の
本
町
で
の
取
り
組
み

事
例
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
全
て
の
子
ど
も

の
権
利
が
保
障
さ
れ
、
身
体

的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
幸
せ
な
状

態
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
で
す
。

②
生
活
困
窮
家
庭
へ
の
支
援
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
多
文
化

共
生
の
推
進
な
ど
で
す
。

③
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

第
３
期
は
中
学
校
２
年
生
の
生
徒
の

意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
。

教
育
長　
第
３
次
総
合
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
中
学
校
３
年
生
と
小

学
校
６
年
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

合
併
浄
化
槽
の
設
置
に

関
す
る
面
積
基
準
緩
和

に
つ
い
て

問
　

４
人
以
下
の
世
帯
数
が
９

割
を
超
え
、
現
在
の
基
準
で

は
使
用
人
数
と
設
置
す
る
浄
化
槽
の

人
槽
に
大
き
な
誤
差
が
生
じ
て
い
ま

す
。
面
積
基
準
の
緩
和
予
定
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
緩
和
に
つ
い
て
は
、

許
可
権
者
の
県
に
も
相
談
し

て
お
り
、
ほ
か
の
自
治
体
の
事
例
な

ど
も
参
考
に
前
向
き
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
澤
チ
ヅ
ル 

議
員

　

子
育
て
し
や
す
い
町
を

め
ざ
し
て

問
　

①
町
の
学
校
給
食
の
無
償

化
は
、
物
価
高
騰
の
中
で
、

全
国
の
先
頭
を
走
っ
て
き
た
施
策

で
、
今
は
全
国
的
な
動
き
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
の
方
々
か

ら
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
と
声
が
聞
こ

え
て
い
ま
す
。
町
に
毎
年
要
求
し
な

く
て
も
い
い
よ
う
に
、
給
食
費
無
償

化
の
条
例
化
を
引
き
続
き
求
め
ま
す

が
、町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
保
育
料
は
、
現
在
３
歳
か
ら
５
歳

ま
で
は
国
が
無
償
化
を
行
っ
て
い
ま

す
。
共
働
き
が
当
た
り
前
と
な
っ
た

今
、
０
〜
２
歳
児
も
保
育
園
を
利
用

し
た
い
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
お

り
、
保
育
料
は
ほ
ん
と
う
に
重
要
な

課
題
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
は
今

年
に
引
き
続
き
０
〜
２
歳
児
の
保
育

料
無
償
化
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

③
奨
学
金
の
制
度
は
、
現
在
、
町
で

は
貸
与
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で

も
地
元
に
帰
っ
て
く
る
な
ど
を
条
件

に
給
付
型
の
奨
学
金
を
創
設
す
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
学
校
給
食
の
無

償
化
の
継
続
は
、
今
後
、
国
・

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
子
育
て
の
一
助
に
な
る
と
い
う
考

え
で
す
の
で
、
気
持
ち
と
し
て
は
０

〜
２
歳
児
も
や
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

③
町
の
奨
学
金
は
貸
与
型
で
、
貸
与

の
額
も
拡
充
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
、
奨
学
金
貸
与
制
度
の
継

続
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
制
度
が

望
ま
し
い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
の
町
を
め
ざ

し
て

問
　

①
昨
今
、
全
国
的
に
公
立

病
院
の
赤
字
が
続
い
て
、
深

刻
な
経
営
危
機
に
あ
り
ま
す
。
尾
鷲

総
合
病
院
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
住
民
の
医
療
を
受
け
る
権

利
を
守
る
た
め
、
町
も
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
実
施
し
て
い
た
尾
鷲
総
合
病

院
へ
の
経
済
的
支
援
を
復
活
さ
せ
る

な
ど
の
政
策
を
立
て
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、
現
状
と
町
長
の
認
識
を

お
伺
い
し
ま
す
。

②
介
護
保
険
は
、
制
度
開
始
か
ら
25

年
が
た
ち
、
利
用
料
や
施
設
で
の
居

住
費
、
食
費
の
負
担
が
重
く
、
必
要

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
も
上
が
る

ば
か
り
で
暮
ら
し
て
い
け
な
い
と
い

う
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
以

上
の
制
度
の
後
退
は
許
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
町
長
の
考
え
を
お
伺

  8
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い
し
ま
す
。

③
高
齢
者
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る

の
は
、
高
齢
者
の
健
康
や
幸
せ
な
老

後
に
つ
な
が
る
た
い
せ
つ
な
施
策
で

す
。
町
で
も
よ
り
充
実
し
た
敬
老
パ

ス
を
実
行
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。答　

町
長　
①
尾
鷲
総
合
病
院

に
は
救
急
医
療
体
制
事
業
の

負
担
を
行
っ
て
お
り
、
休
日
お
よ
び

夜
間
の
救
急
医
療
体
制
を
維
持
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
経

営
状
態
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
支
援

に
対
し
て
は
慎
重
な
対
応
も
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
介
護
保
険
は
、
給
付
と
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
が
大
事
で
す
。
国
・
県
・
町

で
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
財
源
を
ど

う
す
る
か
無
理
を
し
過
ぎ
る
と
、
今

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
負
担
に
な
り
ま

す
の
で
、
よ
く
国
に
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
高
齢
者
が
外
出
す
る
こ
と
で
健
康

増
進
、
社
会
参
加
、
認
知
症
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
で
福
祉
向
上
、
フ
レ
イ

ル
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
無
料
の
パ

ス
は
出
せ
な
い
に
し
て
も
、
ほ
か
に

何
か
な
い
の
か
、
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

残
土
問
題
に
つ
い
て

問
　

残
土
は
現
地
に
依
然
と
し

て
積
ま
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

お
り
、
何
の
解
決
に
も
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
状
況
を
町
と
し
て
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
、ま
た
、

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
と
考
え

て
い
る
の
か
、
町
長
の
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

答　
町
長　
事
業
者
本
人
に
は

撤
去
を
求
め
て
い
く
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
今
、
検
察
庁
に
書

類
送
検
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の

で
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
か
十
分
検

討
し
て
、
早
期
の
撤
去
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

原
隆
伸 

議
員

　

紀
北
町
に
お
け
る
課
題

と
現
状
の
検
証
に
つ
い

て問　
①
上
里
の
不
法
投
棄
の
残

土
の
撤
去
、
原
形
復
旧
の
措

置
命
令
に
つ
い
て
、
現
況
と
今
後
の

取
り
組
み
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
新
条
例
制

定
や
条
例
整
備
の
考
え
を
お
聞
き
し

ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
１
次
産
業
に
影
響

を
及
ぼ
す
事
業
計
画
の
抑
止
策
と
し

て
は
自
然
と
共
生
の
町
宣
言
の
実
効

性
の
確
保
の
た
め
の
施
策
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

②
自
然
と
共
生
の
町
宣
言
を
生
か
し

な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
の
流
れ
を
緩

や
か
に
す
る
た
め
、
１
次
産
業
、
２

次
産
業
へ
の
産
業
振
興
策
は
急
務
で

あ
り
、
交
付
税
や
補
助
金
を
利
用
し

た
活
性
化
策
を
講
じ
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
集
落
支
援
員
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
協
力
し
て
地
域
を
活
性

化
さ
せ
、
移
住
・
定
住
促
進
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
現
在
、
当
事
案

に
つ
い
て
は
紀
北
町
生
活
環

境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
違
反
で
９

月
19
日
に
津
地
方
検
察
庁
に
書
類
送

検
さ
れ
て
お
り
、
検
察
で
捜
査
が
さ

れ
て
い
る
段
階
と
思
わ
れ
ま
す
。
盛

り
土
に
つ
い
て
は
早
期
に
撤
去
さ
れ

る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
条
例
に
つ
い
て

は
盛
土
規
制
法
や
県
条
例
と
整
合
性

を
図
り
つ
つ
、
隙
間
の
な
い
条
例
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
と
共
生
の
町
宣
言
は

自
然
と
共
生
し
な
が
ら
、
町
、
住
民
、

事
業
者
、
自
然
の
景
観
と
環
境
が
生

活
と
密
接
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
深
く
認
識
し
て
、
自
然
環
境
を

守
る
た
め
に
宣
言
し
た
も
の
で
、
そ

の
趣
旨
に
沿
っ
た
活
動
を
し
な
が

ら
、
産
業
な
ど
の
振
興
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

②
本
町
で
は
少
子
高
齢
化
に
加
え
、

農
業
を
は
じ
め
、
林
業
、
水
産
業
に

つ
い
て
も
た
い
へ
ん
厳
し
く
、
収
入

を
上
げ
て
い
く
の
は
た
い
へ
ん
難
し

い
状
況
で
す
。
そ
う
し
た
中
、
集
落

支
援
員
４
業
務
10
名
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
５
業
務
５
名
が
活
動
し
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
産
業
へ
の
取
り
組

み
方
に
つ
い
て

問
　

観
光
産
業
は
地
域
の
特
徴

を
生
か
し
、
安
心
・
安
全
な

来
訪
者
に
安
ら
ぎ
や
潤
い
を
与
え

て
、
よ
り
多
く
の
来
訪
者
に
リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ

て
成
長
す
る
産
業
だ
と
い
え
ま
す
。

紀
北
町
の
現
状
は
来
訪
者
に
失
望
感

を
与
え
な
い
取
り
組
み
が
で
き
て
い

る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

①
古
里
温
泉
の
断
続
的
休
業
の
実
態

に
つ
い
て
、
経
緯
と
原
因
、
今
後
の

対
応
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
来
訪
者
に
失
望
感
を
抱
か
せ
な
い

た
め
の
対
策
に
つ
い
て
で
す
が
、
来

訪
者
が
利
用
す
る
公
衆
ト
イ
レ
で
故

障
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
遊
歩
道
が
崩
れ
、
危
険
な
箇

所
も
あ
り
ま
す
が
、
対
応
状
況
を
お

聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
来
訪
者
の
立
場
に

立
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か
常
々
考
え

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

商
工
観
光
課
長　
①
古
里
温
泉
に

つ
い
て
は
、
令
和
７
年
５
月
16
日
、

湯
船
に
浮
遊
物
が
浮
い
て
お
り
、
ろ

過
装
置
の
弁
を
取
り
換
え
ま
し
た
が

改
善
せ
ず
、
６
月
13
日
か
ら
休
業
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ろ
材
の
交

換
や
配
管
の
洗
浄
な
ど
を
行
い
、
９

月
３
日
に
営
業
を
再
開
し
ま
し
た

が
、循
環
ろ
過
機
に
不
具
合
が
生
じ
、

９
月
６
日
、
再
び
休
業
、
施
設
の
洗

浄
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
10
月
22
日

に
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
が
、
翌
23

日
に
お
客
さ
ま
が
多
く
入
っ
た
あ

と
、
皮
脂
汚
れ
の
よ
う
な
浮
遊
物
が

多
く
発
生
し
た
た
め
、
再
び
営
業
停
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止
と
し
ま
し
た
。
今
後
は
ろ
過
循
環

機
能
の
調
査
や
、
今
月
19
日
に
は
配

管
洗
浄
と
源
泉
ポ
ン
プ
の
更
新
工
事

を
行
う
予
定
で
す
。

②
故
障
し
て
い
る
豊
浦
神
社
の
ト
イ

レ
は
現
在
使
用
で
き
な
い
状
況
に
な

っ
て
お
り
、
県
で
今
後
の
対
応
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熊
野
古
道

沿
い
の
古
里
か
ら
道
瀬
に
至
る
サ
ボ

道
の
崩
落
土
砂
に
つ
い
て
は
昨
年

度
県
で
土
砂
を
撤
去
し
ま
し
た
が
、

度
々
崩
落
し
て
お
り
、
引
き
続
き
県

に
改
善
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

西
村
友
一 

議
員

　

紀
北
町
の
移
住
状
況
に

つ
い
て

問
　

町
の
過
疎
を
少
し
で
も
緩

め
、
持
続
可
能
な
社
会
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
町
外
か
ら

の
移
住
者
の
増
加
が
重
要
な
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
こ
と
を
質
問

し
ま
す
。

①
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
見
据
え
た
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
と
施
策
な
ど
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

②
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
閉
業
さ
れ
る
事
業
者
の
方
も
多
い

今
、
町
と
し
て
考
え
て
い
る
施
策
な

ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
移
住
体
験
住
宅「
き
ほ
く
コ
マ
ツ

バ
ラ
」
お
よ
び
紀
北
町
移
住
希
望
者

宿
泊
補
助
金
の
利
用
状
況
と
、
体
験

住
宅
を
利
用
さ
れ
た
方
で
移
住
に
つ

な
が
っ
た
事
例
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
利
用
者
に
対
し
、

農
業
体
験
な
ど
の
移
住
体
験
プ
ラ
ン

の
提
案
は
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

④
全
国
数
あ
る
市
町
村
の
中
か
ら
選

ん
で
紀
北
町
に
体
験
に
来
た
時
点

で
、
好
印
象
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ

た
方
を
少
し
で
も
移
住
・
定
住
に
つ

な
げ
る
た
め
に
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

ア
プ
ロ
ー
チ
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
移
住
希
望
者
に
対
し
て
、
空
き
家

や
職
業
の
一
覧
、
地
域
の
ル
ー
ル
な

ど
、
一
目
見
て
分
か
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ

方
法
な
ど
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　
町
長　
①
人
口
減
少
を
防

ぐ
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

少
し
で
も
緩
や
か
に
し
て
い
く
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
県
の
統
計
で
は
、
令
和
６
年
度

の
東
紀
州
地
域
の
移
住
者
１
４
９
人

の
う
ち
、
本
町
に
は
８
人
が
移
住
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
生
産
年
齢
の
方

は
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
各
産
業
に
お
い
て
、
国
な
ど
の
制

度
も
活
用
し
な
が
ら
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
事
業
者
の
方
に
寄
り

添
っ
た
施
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

企
画
課
長　
地
域
の
お
仕
事
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
町
内
で
の

仕
事
探
し
や
担
い
手
確
保
の
課
題
解

決
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
募
集
し
、
活
用
を
図
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

③
令
和
６
年
度
の
利
用
実
績
は
、
移

住
体
験
住
宅
が
２
件
４
名
、
補
助
金

が
２
件
３
名
で
す
。
直
近
３
年
間
で

は
、
直
接
移
住
ま
で
つ
な
が
っ
た
ケ

ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
６
年
度

は
、
町
内
の
暮
ら
し
体
験
巡
り
や
県

の
事
業
を
活
用
し
た
２
泊
３
日
の
移

住
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

④
都
市
部
で
の
移
住
フ
ェ
ア
な
ど
に

出
向
き
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
長　
⑤「
紀
北
町
で
暮
ら
そ
う
」

と
い
う
冊
子
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
に
つ
い
て

問
　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
は
、
紀
北

町
の
み
な
ら
ず
全
国
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
町
に
は
、
獣

害
の
防
護
柵
や
区
画
整
理
の
基
盤
が

整
っ
て
い
る
農
地
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
町
の
産
業
の
底
上
げ
の
た
め
に

も
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
利
用
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の
こ
と
を

質
問
し
ま
す
。

①
直
近
５
年
の
45
歳
以
下
の
新
規
就

農
者
が
わ
ず
か
３
人
で
あ
っ
た
原
因

な
ど
が
分
か
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。

②
周
り
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
農
家
が
お

ら
ず
、
収
入
面
な
ど
実
際
の
数
字
が

見
え
て
こ
な
い
こ
と
も
農
業
が
発
展

し
な
い
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
新
た
に
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
作

り
、
移
住
者
や
町
民
の
方
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
な
方
向
性
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
い
か

が
で
す
か
。

③
農
業
協
同
組
合
や
ほ
か
の
団
体
と

は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
連
携
さ
れ
て

い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
労
働
環
境
の
厳

し
さ
、
収
入
の
不
安
定
さ
な

ど
複
合
的
な
課
題
に
よ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
事
業
を
始
め
る
た
め
の
資
金
の
確

保
や
長
期
的
に
安
定
し
た
収
入
に
つ

な
が
る
か
な
ど
、
た
い
へ
ん
難
し
い

問
題
も
あ
り
、
町
独
自
で
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
の
開
発
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

農
林
水
産
課
長　
③
人
材
育
成
の

面
で
は
、
就
農
の
相
談
が
あ
っ
た
場

合
、
県
や
農
業
協
同
組
合
、
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
方
を
交
え
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
農
家
の
方
を
含
め
、
就
業
に
つ
な

が
る
よ
う
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

な
ど
も
必
要
だ
と
い
う
認
識
は
あ
り

ま
す
が
、
現
在
そ
こ
ま
で
は
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。
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紀北町議会からのおしらせ

【
奈
良
県
桜
井
市
】

「
少
子
化
対
策
」
に
つ
い
て

愛
の
花
咲
く
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

桜
井
市
で
は
、
結
婚
に
関
す
る

悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
仕
組

み
を
作

り
、
地

域
の
方

と
連
携

し
な
が

ら
、
少

子
化
、

孤
立
・

孤
独
対
策
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

行
政　

事
業
全
体
の
監
督

市
民　

養
成
講
座
を
受
講
し
、
認
定

さ
れ
た
方
が「
ハ
ロ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
メ
ン
タ
ー
」
と
な
り
、
結

婚
の
相
談
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な

ど
を
実
施

委
託
事
業
者　

事
業
の
運
営
、
養
成

講
座
の
実
施

《
議
員
の
感
想
》

〇
少
子
化
に
危
機
感
を
持
ち
、
真
剣

に
チ
ー
ム
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

姿
勢
、
施
策
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

〇
住
民
一
人
一
人
が
自
分
事
と
し
て

少
子
化
に
向
き
合
う
こ
と
が
カ
ギ
で

あ
り
、
地
域
住
民
が
互
い
に
応
援
し

合
え
る
結
婚
応
援
の
機
運
を
高
め
て

い
く
と
い
う
お
話
は
、
た
い
へ
ん
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

【
奈
良
県
広
陵
町
】

「
産
業
振
興
」
に
つ
い
て

靴
下
生
産
量
日
本
一
の
町

　

地
場
産
業
で
あ
る
靴
下
産
業
は
、

生
産
量
日
本
一
に
な
る
ま
で
成
長

し
ま
し
た
が
、「
広
陵
町
＝
靴
下
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
な
く
、
ほ
か

の
産
地
と
差
別
化
で
き
る
よ
う
地

域
ブ
ラ
ン
ド「
広
陵
く
つ
し
た
」
を

確
立
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

町
ま
る
ご
と
商
品
化

　

広
陵
町
で
は
、「
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業

振
興
基

本
条
例
」

を
制
定

し
、
そ

の
中
核

的
な
役

割
を
担

う
機
関
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
広

陵
町
産
業
総
合
振
興
機
構
「
な
り
わ

い
」
を
設
立
し
、
町
の
産
業
全
て
の

「
稼
ぐ
力
」の
上
昇
と
町
内
の
経
済
循

環
の
活
性
化
な
ど
を
目
指
し
、ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
や
販
路
開
拓
、
各
産
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

広
陵
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
ま
る
ご
と
Ｂ
ｉ
ｚ
）

　
「
お
金
を
か
け
ず
に
売
り
上
げ
Ｕ

Ｐ
！
」
を
目
指
す
オ
ン
ラ
イ
ン
の
伴

走
型
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
所
で
、
新
商
品

の
開
発
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
事

業
者
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

《
議
員
の
感
想
》

〇
紀
北
町
の
行
政
と
産
業
界
が
一
体

と
な
っ
て「
振
興
の
た
め
の
施
策
・
仕

組
み
・
計
画
を
急
が
な
け
れ
ば
」
と

い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

〇
本
町
で
も
町
内
の
産
業
を
し
っ
か

り
と
支
え
て
い
く
た
め
の
基
本
条
例

の
制
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
議
会
と
し
て
も
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

【
和
歌
山
県
有
田
川
町
】

「
森
林
資
源
の
有
効
活
用
」

に
つ
い
て

森
林
整
備
の
取
り
組
み

　

有
田
川
町
で
は
、
手
入
れ
の
行
き

届
い
て
い
な
い
森
林
に
つ
い
て
、
山

林
所
有
者
の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
、

市
町
村
に
よ
る
直
接
管
理
や
林
業
経

営
者
へ
の
委
託
な
ど
を
行
い
、
森
林

を
健
全
に
管
理
す
る「
森
林
経
営
管

理
制
度
」
を
活
用
し
て
、
森
林
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。意
向
調
査
は
、「
親

族
の
帰
省
時
期（
お
盆
）に
送
付
」、「
チ

ラ
シ
の
回
覧
」
な
ど
工
夫
し
た
結
果
、

令
和
４
年
度
実
績
で
76
％
と
い
う
高

い
回
収
率
で
し
た
。
ま
た
、
切
り
捨

て
間
伐
へ
の
補
助
や
木
材
の
利
用
、

木
育
の
推
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
議
員
の
感
想
》

〇
こ
の
研
修
を
参
考
に
、
本
町
で
も

森
林
関
係
者
の
メ
リ
ッ
ト
が
構
築
さ

れ
、
高

齢
化
か

ら
の
脱

却
と
林

業
の
魅

力
創
出
、

地
球
環

境
の
改

善
に
寄
与
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
し
た
。

〇
本
町
も
広
大
な
森
林
を
有
し
て
お

り
、
放
置
さ
れ
た
場
合
の
災
害
リ
ス

ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
把
握
と

整
理
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
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令 和 7 年 度 紀 北 町 議 会 議 員 管 外 視 察

2 日目：奈良県広陵町

1日目：奈良県桜井市

3日目：和歌山県有田川町

　令和 7 年度の議員管外視察は、奈良県桜井市、奈良県広陵町、和歌山県有田川町を視察しました。
　それぞれ下記の内容をテーマに、10 月 7 日から 9 日まで 2 泊 3 日の行程で、議員 13 名、議会事務局職員 3 名、副
町長、商工観光課長、福祉保健課長の計 19 名が参加しました。各視察先では、貴重なお話を伺い活発な意見交換が行
われました。
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スポーツ少年団募集Recruit
いっしょに「キラキラ」輝こう！

教育委員会本庁生涯学習課　℡46-3125　海山総合支所教育室　℡32-3905
※参加を希望される場合は、各責任者（代表者）などにお問い合わせください。

対　象：年長児～小学校 6年生の男女

練習日：月・水・木曜日（午後 6時～7 時30分）

　　　　土曜日（午後 1時～4時）

※月・木曜日は通常練習と合わせて、初心者コー

　スも実施しています。

場　所：相賀小学校体育館

会　費：月額 1,500 円（保険料別途必要）

責任者（代表者）：宮原　久美　℡090-4083-1727

対　象：年長児～小学校 6年生の男女

練習日：月・水・木曜日（午後 6時～7 時30分）

　　　 土曜日（午後 1時～4時）

※月・木曜日は通常練習と合わせて、初心者コー

　スも実施しています。

場　所：相賀小学校体育館

会　費：月額 1,500 円（保険料別途必要）

責任者（代表者）：宮原　久美　℡090-4083-1727

紀伊長島ミニバスケットボール教室 紀伊長島少年少女空手クラブ

問い合わせ

対　象：年長児～中学校 3年生の男女

練習日：月・金曜日（午後 6時～7時）

場　所：東長島スポーツ公園武道館

会　費：月額 2,500 円

責任者（代表者）：橋本　陽一

℡47- 4182、℡090 -1981-8074

対　象：小学校 1年生以上の男女

練習日：火・木曜日（午後 6時 30 分～7時 30 分）

　　　　水・土曜日（午後 6時～ 7時 30 分）

場　所：三浦会館（火・木曜日）　

　　　　東長島スポーツ公園武道館（水・土曜日）　

会　費：月額 2,000 円（保険料別途必要）

※保険料については年 1回のみです。

責任者（代表者）：井谷　哲　℡090-7024-4700

紀伊長島少林寺拳法スポーツ少年団

対　象：小学校 1年生～ 6年生の男女

練習日：土・日曜日、祝日（午前 9時～午後 5時）

場　所：海山グラウンド

会　費：月額 2,000 円（用具代・保険料など含む）

責任者（代表者）：井谷　雅史

℡32-2811、℡090 -1471-8553　

事務局：奥村　仁　℡32-1369、℡090-2772-1725

※体験を希望される方はお問い合わせください。

対　象：小学校 1年生～ 6年生の男女

練習日：土・日曜日、祝日（午前 9時～午後 5時）

場　所：海山グラウンド

会　費：月額 2,000 円（用具代・保険料など含む）

責任者（代表者）：井谷　雅史

℡32-2811、℡090 -1471-8553　

事務局：奥村　仁　℡32-1369、℡090-2772-1725

※体験を希望される方はお問い合わせください。

海山クラブ（ソフトボール）

紀北町剣道スポーツ少年団

対　象：小学校 1年生以上の男女

練習日：火曜日（午後 6時 30 分～7時 30 分）

場　所：船津小学校体育館

会　費：年間 800 円（保険料）

責任者（代表者）：小林　利徳

℡31-0669、℡090-7917-7229

対　象：小学校 1年生以上の男女

練習日：火曜日（午後 6時 30 分～7時 30 分）

場　所：船津小学校体育館

会　費：年間 800 円（保険料）

責任者（代表者）：小林　利徳

℡31-0669、℡090-7917-7229

対　象：小学校 1年生以上の男女

練習日：月曜日（午後 6時 30 分～8時）

　　　　水曜日（午後 7時～8時）

　　　　土曜日（午前 8時～9時）

場　所：東長島スポーツ公園武道館（月曜日）

　　　　海山体育館（水・土曜日）

※どちらかの場所だけでも参加できます。

会　費：月額 1,000 円（保険料別途必要）

責任者（代表者）：喜多　正道　℡090-8738-8951

紀州熊野合気会紀北道場（合気道）
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町では、昭和58年度から特別天然記念物カモシカによる幼木など食

害の対策として、新たに植林を行う箇所に国と県の補助金を活用し、

防護柵を設置する事業を行っています。

　防護柵の素材にナイロンネットなどを使うと、誤ってカモシカが絡

まってしまったときに、外せずに死んでしまう事があります。素材に

金網を使うことによって、絡まったときに外れるようにしています。

　カモシカを保護するとともに、町の地場産業である林業を守り、促

進するため、町内の小学校３・４年生児童を対象に「カモシカと林業

の共生についての学習・現場見学」に取り組んでいます。

引っ越しや結婚、おくやみ…。人生の節目には、役場での手続きがた
くさんあります。「何が必要なんだろう？」「どの課に行けばいいの？」
と迷ったことはありませんか？ そんなときに便利なのが、「紀北町手続き
ナビ」です。
　簡単な質問に答えていくだけで、あなたに必要な「手続き」や「持ち物」
を案内してくれる、まさに「専属ガイド」のようなサービスです。

カモシカによる幼木等食害の対策カモシカによる幼木等食害の対策

【問い合わせ】教育委員会本庁生涯学習課　℡（46）3125
　　　　　　 海山総合支所教育室　　　　℡（32）3905

　街でよく見かける四角い模
様。これは「QRコード（キュー
アールコード）」といって、
スマホのカメラで読み取る
と、特定のページへ連れて
行ってくれる「魔法の扉」で
す。
　長いアドレス（URL）を一文
字ずつ入力しなくても、カメ
ラをかざすだけで一瞬で目的
のページが開きます。ぜひ試
してみてくださいね。
※「QRコード」は（株）デンソー
ウェーブの登録商標です。

簡単な質問に答えるだけ！「紀北町に引っ越してきた」「子ど
もがいる」などの質問に「はい」「いいえ」で答えるだけでOK。

「持ち物」が分かるから安心！「せっかく役場に来たのに、印
鑑を忘れて出直し…」なんて失敗を防げます。必要な書類が一覧
で分かります。
「行くべき窓口」が分かる！どの課に行けばいいのかが表示さ
れるので、広い役場内でも迷わずスムーズです。

役場にお越しの前に、ぜひ一度スマホでチェックしてみ
てください。右の「QRコード」からすぐにアクセスできます。
【問い合わせ】本庁企画課　℡（46）3113

ここが便利！三つのポイント

対応している五つの手続き

引っ越し 　　結婚 　　出産 　　離婚 　　家族が亡くなった
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

知事と町長の円卓対話
1/28　若者センター

　三重県知事と町長の円卓対話が開催され

ました。トマト栽培施設の視察後、豊かな

自然資源や熊野古道を生かした観光の価値

向上などについて意見交換が行われました。

たこ揚げ

紀伊長島幼稚園の園児がたこ揚げに挑戦。自作の絵を描

いたたこをより高く揚げようと、走り方や糸の出し方を工

夫しながら、元気いっぱいに楽しみました。

1/26  赤羽公園多目的グラウンド

美し国三重市町対抗駅伝練習会
1/18　大白公園

2月15 日の本番に向け、紀北町代表選手が合同練習会

で汗を流しました。

寄付贈呈式

本町出身で津市在住の東和生さんから、地域振興のため

の寄付をいただきました。贈呈式で東さんは故郷への思い

を語られました。寄付金は町の活性化のためにたいせつに

活用されます。

1/16  役場本庁

当日の様子は
こちらから
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交流会

4月に新設されたばかりの、尾鷲市立「とちのもり保育園」との交流会が行われました。外遊びや給食を一緒に楽しみ、

園内に元気な声が響き渡りました。

2/6　紀伊長島幼稚園

たいさば（たいさま）

豊漁と商売繁盛を願う伝統行事。今年も「たいさば売っ

てー」と元気な声を響かせながら子どもたちが家々を巡り、

袋いっぱいのお菓子と笑顔であふれました。

2/3　長島地区

人権フォーラム
2/5　潮南中学校

4 月に進学する小学校 6年生と中学生が交流する潮南

中学校区の人権フォーラムが開催されました。先輩との

触れ合いを通じ、新入生が有意義な学校生活を送るため

の、安心と期待を育むきっかけづくりとなりました。
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２
カ
月
に
１
回
、
偶
数
月
に
、
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
検
針
業
務
の
妨
げ
と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
上
に
は
、
自
動
車
な
ど
の
駐
車
、

鉢
植
え
な
ど
を
置
か
れ
な
い
よ
う
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

検
針
業
務
の
際
に
漏
水
の
疑
い
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

自
宅
敷
地
内
（
水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り

自
宅
敷
地
側
）
で
漏
水
が
発
生
し
た

場
合
は
、
紀
北
町
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
修

理
を
お
願
い
し
ま
す
。
修
理
な
ど
に

必
要
な
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
使

用
者
さ
ま
の
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

修
理
後
は
、
速
や
か
に
工
事
業
者
を

通
じ
て
減
免
申
請
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
水
道
課

℡（
47
）
５
５
０
０

海
山
総
合
支
所
水
道
室

℡（
32
）
３
９
０
６

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
で
な
く
文
化
活
動
・
地
域
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行

う
団
体
も
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
保
険
で
、
傷
害

保
険
と
賠
償
責
任
保
険
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
の
事
故
に

備
え
て
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

対
象

４
名
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

保
険
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
〜

　
　
　
　

令
和
９
年
３
月
31
日
（
水
）

※
４
月
１
日
以
降
の
申
し
込
み
は
、

加
入
日
の
翌
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
が
、
終
期
は
同
じ
で
す
。

※
対
象
と
な
る
団
体
活
動
や
掛
け
金
・

補
償
額
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
っ
た
け
れ

ど
、
通
話
以
外
の
機
能
が
わ
か
ら
な

い
な
ど
の
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
を

対
象
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

※
対
応
可
能
な
相
談
内
容
は
初
歩
的

な
こ
と
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
場
・
日
時

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

３
月
11
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
長
島
多
目
的
会
館

３
月
11
日
（
水
）・
25
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
東
長
島
公
民
館

３
月
18
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

申
し
込
み

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

℡（
32
）
３
９
１
５

長
島
多
目
的
会
館

℡（
47
）
３
９
９
６

東
長
島
公
民
館

℡（
47
）
２
２
２
９

※
必
ず
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
46
）
３
１
２
５

海
山
総
合
支
所
教
育
室

℡（
32
）
３
９
０
５

　

３
月
１
日
（
日
）
か
ら
７
日
（
土
）

ま
で
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。
本
年
度
の
全
国
統
一
防

火
標
語
は
「
急
ぐ
日
も　

足
止
め
火

を
止
め　

準
備
よ
し
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
が
続
き

ま
す
の
で
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意

し
て
、
火
災
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト

《
四
つ
の
習
慣
》

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
、
さ
せ

な
い
こ
と

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
こ
と

③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
こ
と

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

ホームページ
はこちらから

お
し
ら
せ

水
道
の
検
針
業
務
に

つ
い
て
ご
協
力
の

お
願
い

水
道
課

ご
存
じ
で
す
か

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」

生
涯
学
習
課

春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
の
お
し
ら
せ

三
重
紀
北
消
防
組
合

有
料
広
告

初
め
て
の

ス
マ
ホ
相
談
窓
口



くらしの情報　～ Living  Information～

17 広報きほく2026年3月号

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
い
て
お
き
ま

し
ょ
う

《
六
つ
の
対
策
》

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安
全
装
置

の
付
い
た
機
器
を
使
用
し
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
を
備
え
付
け
ま
し
ょ
う

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検

し
、
お
よ
そ
10
年
を
目
安
に
交
換
し

ま
し
ょ
う

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
部
屋

を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
お
よ

び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
し

ま
し
ょ
う

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使
い

方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に

確
保
し
、
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の

防
火
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
紀
北
消
防
組
合
予
防
課

℡（
22
）
２
０
５
１

令
和
７
年
12
月
23
日
（
火
）
に
開

催
さ
れ
た
令
和
７
年
第
３
回
紀
北
広

域
連
合
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
委

員
選
任
２
議
案
、
条
例
改
正
４
議
案
、

一
般
会
計
お
よ
び
、
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
３
議
案

が
可
決
さ
れ
、
令
和
６
年
度
紀
北
広

域
連
合
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合

℡（
35
）
０
８
８
８

　

糖
尿
病
に
関
す
る
治
療
や
管
理
方

法
を
テ
ー
マ
に
、
住
民
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
、
事
前
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
12
日
（
木
）

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
当
日
、
館
内
出
入
り
口
は
海
山
公

民
館
側
か
ら
の
み
に
な
り
ま
す
。
正

面
玄
関
か
ら
は
出
入
り
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

内
容　

特
別
講
演
「
名
前
ま
で
進
化
す
る
糖

尿
病
の
管
理
及
び
治
療
〜
糖
尿
病
か

ら
ダ
イ
ア
ベ
テ
ィ
ス
へ
〜
」

講
師

伊
勢
赤
十
字
病
院　

糖
尿
病
・
代
謝

内
科　

健
診
セ
ン
タ
ー
長　

村
田
和

也
氏

共
催　

紀
北
医
師
会
、
尾
鷲
歯
科
医

師
会
、
紀
北
薬
剤
師
会
、
紀
北
町
、

尾
鷲
市
、
紀
北
在
宅
医
療
介
護
連
携

支
援
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
医
師
会　

℡（
22
）
２
８
５
７

本
庁
福
祉
保
健
課　

℡（
46
）
３
１
２
２

ふ
れ
あ
い
広
場
マ
ン
ド
ロ
で
企
画

展
「
書
と
陶
芸
合
同
作
品
展
」
を
開

催
し
ま
す
。
個
性
豊
か
な
作
品
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
20
日
（
金
・
祝
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　

３
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

ふ
れ
あ
い
広
場
マ
ン
ド
ロ

　
　
　

１
階
ロ
ビ
ー

内
容　

教
室
の
生
徒
有
志
に
よ
る
陶

芸
・
書
道
の
作
品
展

特
別
参
加

○
絵
画
（
鈴
木
里
子
氏
）

○
ボ
タ
ニ
ー
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

【
問
い
合
わ
せ
】

ふ
れ
あ
い
広
場
マ
ン
ド
ロ

℡（
47
）
１
０
８
１

有料広告

議
会
報
告

紀
北
広
域
連
合

住
民
公
開
講
座

開
催
の
お
し
ら
せ

紀
北
医
師
会

「
書
と
陶
芸

合
同
作
品
展
」
開
催

ふ
れ
あ
い
広
場
マ
ン
ド
ロ



町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
行
政
放
送
チ
ャ
ン

ネ
ル
（
１
２
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
は
、「
き

ほ
く
活
活
体
操
」
や
気
軽
に
取
り
組
め
る

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
歯
周
病
対
策
な
ど

の
口
腔
ケ
ア
・
減
塩
な
ど
の
食
生
活
に
つ

い
て
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
放

送
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
き
、
皆
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

【
放
送
時
間（
１
日
３
回
）】

①
午
前
８
時
〜
９
時

②
午
後
３
時
〜
４
時

③
午
後
８
時
〜
９
時

こ
う
く
う

『
き
ほ
く
活
活
体
操
＆

ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ

ス
』
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

プ
ラ
ス
・
テ
ン

　

春
は
、
進
学
や
就
職
、
異
動
な
ど
、

生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
季
節
で

す
。
希
望
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一
方

で
、
環
境
の
変
化
に
対
す
る
不
安
や

ス
ト
レ
ス
も
た
ま
り
や
す
く
、
こ
こ

ろ
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
い
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
毎
年
３

月
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合
わ
せ

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

紀
北
町
は
県
内
で
も
自
殺
死
亡
率

が
高
い
地
域
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま

す
。
自
殺
の
多
く
は
、
衝
動
的
で
は

な
く
、「
も
う
生
き
ら
れ
な
い
」「
死

ぬ
し
か
な
い
」
と
心
理
的
に
追
い
込

ま
れ
た
末
の
行
動
で
あ
り
、
そ
の
背

景
に
は
人
間
関
係
、
職
場
関
係
、
家

庭
の
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的

要
因
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
自
殺
に

追
い
込
ま
れ
る
状
態
は
誰
に
で
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
殺
は

個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
の
問

題
で
す
。
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
町

を
目
指
し
、
み
ん

な
で
た
い
せ
つ
な

人
の
い
の
ち
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

た
い
せ
つ
な
人
の
い
の
ち
を
守
る

に
は
？

〇
変
化
に
気
づ
く

　

様
子
が
い
つ
も
と
違
う
場
合
、「
眠

れ
と
ん
？
」「
ど
う
し
た
ん
？
」
な
ど

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

〇
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
る

　
「
元
気
な
い
も
ん
で
心
配
し
と
ん

さ
ー
」
な
ど
心
配
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。

〇
つ
な
ぐ

　

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う

に
促
し
ま
し
ょ
う
。

〇
見
守
る

　

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

相
談
窓
口
は
？

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡（
０
１
２
０
）
２
７
９
３
３
８

（
24
時
間
対
応
）

　

町
で
は
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
チ
ェ
ッ

ク
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を
導
入
し
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
簡
単
な
質

問
に
答
え
る
だ
け
で
、
ご
自
身
や
ご

家
族
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
状
態
が
わ
か

り
、
早
め
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

３
⽉
は﹁
⾃
殺
対
策
強
化
⽉
間
﹂で
す

定
期
的
に

ご
自
身
や
ご
家
族
の

「
こ
こ
ろ
の
状
態
」
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

「こころの
体温計」は
こちらから

その他
相談窓口は
こちらから



19 広報きほく2026年3月号
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【問い合わせ】 けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）までお願いします。

魚に塩をふり 10 分ほど置いておく。ブロッコリーは食べやすい大きさに分ける。

魚からしみ出た水分をペーパータオルで拭き取る。

フライパンにクッキングシートを敷き、にんにく、オリーブオイルを入れて熱し、香

りが出てきたら、白身魚の皮目を下にして焼く。

両面に焼き色がついたらクッキングシートを取り除き、アサリ、酒、水を加えフタを

し、弱めの中火で蒸し焼きにする。

アサリが開いたら、火を弱め、ブロッコリーを加え、ブロッコリーが柔らかくなった

らミニトマトを加えて、1～2分煮れば完成！

１

２

３

４

５

作り⽅
白身魚の切り身………………2切れ
塩………………………………… 少々
アサリ（砂抜きしたもの）……150g
ミニトマト ……………… 8個（80g）
ブロッコリー………70g（3房くらい）
にんにくチューブ………………3cm
オリーブオイル……………大さじ1
酒…………………………………50ml
水……………………………… 100ml

材料（ 2⼈分）

今回は野菜も一緒に食べられる魚料理の『アクアパッツァ』
を作ってみましょう。

【1人あたり】 　エネルギー……211kcal　たんぱく質……24.4g
脂質 ……8.0g 炭水化物 ……7.4g　塩分 ……1.9g

アクアパッツァ

　アクアパッツァは、ナポリ地方発祥の魚介を水で煮込む
イタリア料理です。魚介類から出るうまみとオリーブオイ
ルの風味が一体となった、豪快かつ繊細な味わいが特徴で
す。使用する魚は、タイ、サワラ、タラ、スズキ、メバル、サケ、
など白身で身が締まっている魚がおすすめです。
　失敗しないコツとしては、魚を煮る前に、皮目をパリッと
焼き付けることです。これだけで生臭さが消え、香ばしさが
スープに移って格段においしくなります。

point ! 魚の煮崩れを防止するために、水や酒を入れ
たあとは極力触らないようにしましょう。

!

診療時間　午前9時～午後5時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。
●詳しくは、救急医療情報センター
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

●長島回生病院では、通常の
診療時間外や休日に、急な病
気などでお困りの方の診療を
行っています。救急診療をご希
望の方はご連絡ください。
（℡47-1651）

紀北医師会・紀北薬剤師会休日診療当番表

救急診療

※上記以外は、尾鷲総合病院にご確認ください。

３月の健康カレンダー

か と う 小 児 科
ココカラファイン薬局
紀伊長島店

日

日

3/8

3/22

月日 曜日 病院名・薬局名

℡47-3341

℡46-2062

電　　話

こころの健康相談
日時・場所
ご相談に応じます。
対象
こころの健康に関する悩みを
持つ方やご家族など

お子さまのイベント

● すくすく子育て相談
日時：3 月 18 日（水）午前 10 時～11 時
　　（受付は 10 時 30 分まで）
場所：東長島公民館 2 階
申し込み：不要
内容：子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳

● 献血
日時：3 月 13 日（金）午前 10 時～11時 30分
場所：海山公民館
○男性 17～ 69 歳、女性 18～ 69 歳（ただし65歳以上の方は
60～ 64歳の間に献血経験がある方）
○男女とも体重 50kg以上の方
※その他の基準についてはお問い合わせください。

町民みなさんのイベント
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3 月の新刊案内図書室だより
海山図書室から 紀伊長島図書室から

KIHOKU TOWN LIBRARY

「図書名」/著者名

■一般図書
「風を織る 針と剣縫箔屋事件帖」/ あさのあつこ
「神の蝶、舞う果て」/ 上橋菜穂子
「命の横どり」/ 久坂部羊
「ハヤディール戀記（上・下）」/ 町田そのこ
「あの人と、あのとき、食べた。」/ 椹野道流 
「今さら聞けない副業の超基本」/ 大村信夫  樫村周磨
「私のなかの希死念慮ちゃん 精神科医が教える『死にた
い』との付き合い方」/ 芳賀高浩
「花より漫画」/ 神尾葉子

■児童図書
「あま」/ 小寺めぐみ  小寺まなみ
「いつつごうさぎとはなのゆうえんち」/ まつおりかこ
「身近な危険のサバイバル」/ 韓賢東

今月のピックアップ本

「図書名」/著者名

■一般図書
「豊臣家の女たち」/ 福田千鶴
「親の介護で知りたいことが全部のってる本」/ 鈩裕和
「収納上手のインテリア 押入れ」/ 成美堂出版編集部
「平野レミ大百花」/ 平野レミ
「最後の皇帝と謎解きを」/ 犬丸幸平
「ヤモリさんとご褒美 れんげ荘物語」/ 群ようこ
「分水 隠　捜査 11」/ 今野敏

■児童図書
「おともだちえほん はじめての『よのなかルールブック』」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   / 高濱正伸
「もぐらけんせつ あなぐましまいのドーナツトンネル」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   / 長崎真悟
「さくらちゃんのかえりみち」/ かさいまり

今月のピックアップ本

日時 3 月 14 日（土）
　　　午前 11 時～
場所　海山図書室
てあそびやわらべうたを交えて、
おおきくなること、成長すること
を喜べる絵本などを読み聞かせし
ます♪

● 海山図書室・紀伊長島図書室
　   【開室時間】火～金曜日 /午前9時～午後 6 時 土・日曜日/午前 9時～午後5時
　   【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）
　   【問い合わせ】　海山図書室  ℡ 32-3915　紀伊長島図書室  ℡ 47-3906

※土・日曜日の正午
～午後１時は閉室と
なります。

ペイントで簡単デザイン（お絵かき）にチャレンジしましょう

【問い合わせ・申し込み】
生涯学習センター ℡ 32-3915　教育委員会本庁生涯学習課 ℡ 46-3125

対象
町内在住または町内に勤務している方

募集期間　3 月 10 日（火）まで
会場・日時
● 生涯学習センター
3 月 25 日（水）午後１時 30 分～
26 日（木）午前 9 時 30 分～
● 東長島公民館
3 月 27 日（金）午後 1 時 30 分～

28 日（土）午前 9 時 30 分～
※各回とも同じ内容で2時間30分程度の
講座になります。

受講料　200 円
※受講当日にお支払いください。

定員 各回 4 名（先着順）
申し込み方法
　希望する日を電話にて
お申し込みください。

3月14日（土）午前9時から除籍本と保存期間を過ぎた『サライ』
『NHKテレビテキスト』などの雑誌を無料でお渡しします。
なくなりしだい終了とさせていただきます。
開催場所：海山図書室、紀伊長島図書室
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戸籍の窓
【令和8年1月1日～31日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。
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弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会

場にて開催します。困り事、争い事の法律的な

ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お

気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30分以内で、定員は各場所５

名です。相談を希望される方は、前日までにご

予約をお願いします。

※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く

ださい。

※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴

訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間

に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし

て利用できません。

【問い合わせ・申し込み】
本庁住民課　℡46-3117

心肺蘇生法とAEDの取り扱いを習って、もし
ものときに備えましょう。
日時　3月 9日（月）　午後 1時～ 4 時
場所　海山消防署
※申し込みは前日までにお願いします。
【問い合わせ・申し込み】
海山消防署 ℡33-1119

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

日 程 時 間 場 所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

生涯学習センター
2階

午後2時30分～5時

3月
18日（水）
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地
1

TEL 0597  (46)  3113　
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直
通
）
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直
通
）

鮮やかな濃い紅色が特徴で、樹齢約300年と伝わる長楽寺の「城腰紅梅」が、

今年も静かに花開きました。寒空の下で灯った温かな色が、見る人の心を和ませ、

町に一足早い春の訪れを優しく告げていました。
城腰紅梅

　「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、

誕生月の前月の10日まで にお申し込みください。
申し込みはこちらから

村島　結衣ちゃん

令和 7年3月 17 日生まれ

＜相賀＞大斗・美月さん

ゆい

お兄ちゃんが大好きなゆいちゃん♡　　
今年も笑顔いっぱいの一年にしようね♡

上村　央晴くん

令和 7年3月 4日生まれ

＜小山浦＞涼・葉月さん

ちはる

ちーくん１歳のお誕生日おめでとう♡　
にぃにに負けんと頑張れー！


	p01
	p02
	p03
	p04_10
	p11
	p12
	p13
	p14
	p15
	p16
	p17
	p18
	p19
	p20
	p21
	p22

